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一 

苫
田
ダ
ム
建
設
計
画
を
め
ぐ
る
地
元
住
民
と
の
合
意
に
つ
い
て 

 
2 

苫
田
村(

当
時)

で
は
、
こ
の
四
日
後
に
村
民
大
会
を
開
い
て
「
絶
対
阻
止
」
を
決
議
し
、
苫
田
ダ
ム
阻
止
期

成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
た
。 

1 

苫
田
ダ
ム
は
、
当
初
（
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
八
日
）
県
主
管
の
農
業
ダ
ム
と
し
て
構
想
さ
れ
、
え
ん
堤

の
高
さ
四
十
二
メ
ー
ト
ル
、
貯
水
量
三
千
万
ト
ン
、
水
没
戸
数
三
百
五
十
～
四
百
戸
程
度
と
公
表
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。 

岡
山
県
苫
田
郡
奥
津
町
に
建
設
省
が
計
画
し
て
い
る
苫
田
ダ
ム
建
設
問
題
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

翌
十
二
月
に
は
、
同
期
成
同
盟
会
が
岡
山
県
議
会
に
陳
情
、
同
議
会
は
「
苫
田
ダ
ム
に
関
す
る
限
り
、
地

元
の
了
解
な
く
し
て
実
施
し
な
い
」
と
全
会
一
致
で
議
決
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
を
建
設
省
は
承
知 

苫
田
ダ
ム
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

3 
昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
九
日
に
は
、
合
併
し
て
二
カ
月
後
の
奥
津
町
議
会
で
町
是
「
苫
田
ダ
ム
建
設
阻

止
」
を
決
議
す
る
と
と
も
に
、
「
苫
田
ダ
ム
阻
止
特
別
委
員
会
条
例
」
を
制
定
し
た
。 

(3) 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
奥
津
町
の
議
会
と
関
係
機
関
が
苫
田
ダ
ム
の
建
設
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
た
だ
の

一
回
も
な
い
し
、
そ
う
い
う
記
録
も
な
い
。 

(2) 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
八
日
に
改
正
し
、
条
例
第
十
七
号
と
し
て
今
日
ま
で
存
在
し

て
い
る
。 

(1) 

建
設
省
は
こ
の
こ
と
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
承
知
し
て
い
る
か
。 

し
て
い
る
か
。 

同
委
員
会
の
設
置
の
目
的
は
、
「
奥
津
町
大
字
久
田
下
原
地
区
に
苫
田
ダ
ム
建
設
の
構
想
に
対
し
、
こ 

れ
が
実
現
を
阻
止
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、
同
委
員
会
は
今
日
も
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
存
在
し
、

正
常
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

5 

そ
の
後
、
建
設
予
定
地
奥
津
町
で
は
、
ダ
ム
建
設
に
対
す
る
基
本
的
合
意
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
、

昭
和
四
十
二
年
四
月
十
七
日
、
建
設
省
と
奥
津
町
と
の
間
で
「
吉
井
川
総
合
開
発
事
業
苫
田
ダ
ム
調
査
協
定

書
」
が
締
結
さ
れ
た
。 

4 

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
現
地
の
ダ
ム
建
設
反
対
の
動
き
に
逆
行
し
て
、
昭
和
三
十
八
年
に
特
定
多
目
的
ダ

ム
と
し
て
、
え
ん
堤
の
高
さ
七
十
メ
ー
ト
ル
、
貯
水
量
八
千
五
百
万
ト
ン
、
水
没
戸
数
四
百
～
七
百
戸
と
い

う
、
建
設
省
の
巨
大
ダ
ム
建
設
構
想
が
報
道
を
通
し
て
公
表
さ
れ
た
。
な
お
、
中
国
地
方
建
設
局
は
、
報
道

と
全
く
同
じ
計
画
を
昭
和
四
十
七
年
に
発
表
し
て
い
る
。 

地
元
住
民
や
自
治
体
が
反
対
の
意
向
を
公
式
に
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
と
き
に
、
建
設
省
が
そ
れ
に
逆

行
し
て
、
岡
山
県
案
よ
り
さ
ら
に
大
規
模
な
ダ
ム
計
画
案
を
発
表
し
た
の
は
な
ぜ
か
。 

建
設
省
は
、
奥
津
町
議
会
が
こ
う
し
た
異
例
と
も
言
え
る
条
例
を
制
定
し
た
理
由
や
意
義
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。 

五 

 



 

6 

ダ
ム
建
設
計
画
案
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
三
十
年
代
初
期
か
ら
今
日
ま
で
、
奥
津
町
長
は
、
岸
川
忠
雄
氏 

(3) 

今
後
、
さ
ら
に
発
展
し
た
次
元
の
調
査
を
行
う
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。
そ
の
場
合
、「
乙
の
承
諾
」
は
ど

の
段
階
で
ど
う
い
う
形
で
と
る
つ
も
り
な
の
か
。 

(2) 
そ
の
う
え
に
立
つ
て
聞
く
が
、
同
協
定
書
に
は
、
「
第
二
条 

甲
は
、
将
来
建
設
に
関
す
る
実
施
調
査

の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
乙
と
事
前
に
十
分
協
議
の
う
え
、
乙
の
承
諾
な
く
し
て
は
当
該
調
査
を
実
施
し

な
い
も
の
と
す
る
。
（
注
）
第
二
条
の
乙
の
承
諾
と
は
、
町
民
の
総
意
が
ダ
ム
建
設
賛
成
の
方
向
に
向
か 

 

い
、
少
な
く
と
も
旧
苫
田
村
地
区
在
住
の
町
議
会
議
員
全
員
の
賛
成
を
含
む
奥
津
町
議
会
の
賛
成
決
議
を

背
景
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。 

(1) 

こ
の
協
定
書
は
、
奥
津
町
と
建
設
省
と
の
間
に
結
ば
れ
た
公
式
文
書
で
は
な
い
の
か
。 

協
定
の
当
事
者
建
設
省
が
、
協
定
に
あ
る
「
乙
の
承
諾
」
を
得
て
行
つ
た
調
査
と
は
ど
の
段
階
の
調
査
だ

つ
た
の
か
。 

六 
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い
ま
、
現
地
奥
津
町
内
で
は
、
賛
成
派
の
田
畑
に
測
量
用
の
ポ
ー
ル
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
反
対
派

は
止
む
な
く
ダ
ム
建
設
絶
対
阻
止
等
の
立
看
板
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を
だ
れ
の
目
に
も
分
か
る
よ
う

な
形
で
具
体
的
に
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

(2) 

建
設
省
は
、
歴
代
町
長
及
び
議
会
が
今
日
ま
で
、
反
対
の
意
思
を
変
え
な
い
こ
と
の
背
景
、
重
要
性
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

(1) 

建
設
省
は
、
右
の
経
緯
を
確
認
し
て
い
た
か
。 

（
苫
田
村
長
）
、
日
笠
善
一
氏
、
伊
丹
哲
男
氏
、
岸
川
忠
雄
氏
、
現
岡
田
幹
夫
氏
と
代
わ
つ
て
き
た
が
、
す
べ

て
の
町(
村)

長
が
、
ダ
ム
の
建
設
に
対
し
明
確
に
反
対
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
隣
近
所
の
間
に
、
親
せ
き
、
友
人
の
間
に
さ
ら
に
広
く
住
民
間
に
極
め
て
ト
ゲ
ト
ゲ
し
い
異

常
な
対
立
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
、
建
設
省
は
国
の
行
政
機
関
と
し
て
、
今
日
の
奥
津
町
の
こ
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

七 

 



 

8 
岡
山
県
は
、「
移
転
先
選
定
資
金
」
と
い
う
名
目
の
貸
付
金
を
一
世
帯
当
た
り
百
万
円
貸
し
付
け
て
い
る
が
、

そ
の
基
準
が
明
確
で
な
い
た
め
、
本
来
一
世
帯
で
あ
る
べ
き
も
の
が
、
親
子
、
兄
弟
等
何
世
帯
に
も
分
離
し

て
い
く
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
中
に
は
、
津
山
市
や
大
阪
市
、
遠
く
は
海
外
在
住
者
ま
で
が
一
世
帯
と
し
て

貸
付
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
事
実
さ
え
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 

(3) 

こ
う
し
て
、
員
数
合
わ
せ
的
に
「
移
転
先
選
定
資
金
」
貸
付
け
を
手
段
と
し
て
「
獲
得
」
し
た
賛
成
派
の
世

帯
は
、
県
の
公
表
で
六
割
だ
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
た
る
や
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。 

(2) 

建
設
省
主
管
の
ダ
ム
で
あ
る
な
ら
ば
、
ダ
ム
建
設
促
進
に
か
か
わ
る
資
金
は
、
国
庫
補
助
金
の
中
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
常
識
で
あ
る
。「
移
転
先
選
定
資
金
」
と
は
、
ど
う
い
う
名
目
の
国
庫
補
助

金
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。 

(1) 

建
設
省
は
、
こ
う
い
う
事
実
を
確
認
し
て
い
る
か
。 

そ
こ
で
聞
く
が
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
、「
移
転
先
選
定
資
金
」
を
貸
し
付
け
る
と
し
た
以
前
と
以
後 

八 

 



 

二 

岡
山
県
の
水
利
用
の
現
状
と
苫
田
ダ
ム
建
設
計
画
に
つ
い
て 

1 

建
設
省
の
苫
田
ダ
ム
建
設
計
画(

案)

に
よ
れ
ば
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
「
都
市
用
水
の
確
保
」
を
掲
げ
、 

(4) 

な
お
、
六
割
と
言
わ
れ
る
賛
成
派
世
帯
の
ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
没
予
定
地
内
の
土
地
の
所
有
面
積
は
二

割
程
度
で
し
か
な
く
、
残
り
の
八
割
は
反
対
派
住
民
が
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
八
割
の
地
権
者
は
、
現
在
も
ダ
ム
建
設
に
反
対
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
仮
に
工
事
着
手

の
段
階
に
突
入
し
た
と
し
て
も
、
同
土
地
の
所
有
者
か
ら
同
意
は
得
ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。 

と
で
は
、
奥
津
町
の
人
口
は
増
え
た
の
か
、
減
つ
た
の
か
。
ま
た
、
同
時
期
の
世
帯
数
は
増
え
た
の
か
、

減
つ
た
の
か
。
数
字
を
挙
げ
て
答
え
て
頂
き
た
い
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
建
設
省
は
、
地
権
者
の
意
思
を
無
視
し
て
工
事
着
手
を
強
行
す
る
つ
も
り 

 

か
。
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら
、
ど
う
合
意
を
得
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。
そ
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

九 

 



 

(2) 

ま
た
、
工
業
用
水
の
使
用
実
績
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
五
十
四
年
実
績
は
、
十
三
万
六
千
九
百
八
十

六
ト
ン
／
日
で
、
昭
和
四
十
八
年
実
績
と
大
差
な
く
、
昭
和
六
十
年
予
測
需
要
二
十
四
万
五
千
ト
ン
／
日

の
半
分
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。 

(1) 

こ
の
点
に
つ
い
て
聞
く
が
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
工
業
出
荷
額
の
実
績
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
予
測
の

半
分
に
も
満
た
な
い
二
・
〇
九
倍
に
し
か
到
達
し
て
い
な
い
。
建
設
省
は
、
こ
の
事
実
を
承
知
し
て
い
た

か
。 

「
あ
ら
た
に
日
量
四
十
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
確
保
」
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
岡
山

県
水
利
用
基
本
計
画
に
よ
れ
ば
、
吉
井
川
に
か
か
る
工
業
用
水
の
場
合
、
流
域
の
昭
和
六
十
年
の
工
業
出
荷

額
は
、
岡
山
県
全
体
の
伸
び
予
測
の
二
倍
以
上
に
当
た
る
四
・
三
九
倍(

四
十
八
年
比)

を
想
定
し
、
使
用
水

量
も
こ
の
工
業
出
荷
額
の
伸
び
予
測
に
立
つ
て
計
算
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
農
業
用
水
、
生
活
用
水
に
つ
い
て
も
、
実
績
は
新
規
利
水
を
必
要
と
し
な
い
と
の
調
査
結
果 

一
〇 

 



 

三 

吉
井
川
水
系
の
治
水
対
策
と
苫
田
ダ
ム
建
設
計
画
に
つ
い
て 

2 

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
苫
田
ダ
ム
建
設
計
画
は
、
当
初
案
よ
り
「
三
十
八
年
案
」
は
大
規
模
に
な
り
、
以
後

十
九
年
経
過
す
る
も
、
ダ
ム
計
画
に
ほ
と
ん
ど
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。 

水
需
要
実
績
が
予
測
を
大
幅
に
下
回
つ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
日
本
経
済
の
成
長
率
に
変
化
が
生
ま
れ
、
そ

こ
か
ら
今
後
の
吉
井
川
水
系
の
実
態
に
も
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
苫
田
ダ
ム
計
画
は
、
し
や
に
む
に
決
定
さ
れ
た
計
画
の
線
で
推
進
す
る
と
い
う
の
で
な
く
、
今
後
の

事
態
の
推
移
を
十
分
見
守
り
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
建
設
省
の
考
え
を
聞
い
て
お
き
た
い
。 

建
設
省
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
把
握
し
て
い
た
か
。
そ
の
う
え
で
、
苫
田
ダ
ム
の
利
水
計
画
を
立
て
た

の
か
。 

も
出
さ
れ
て
い
る
。 

一
一 

 



 

4 

も
し
も

2
項
の
住
民
の
反
対
及
び3

項
で
の
治
水
上
効
果
が
少
な
い
等
の
理
由
以
外
の
事
情
に
よ
つ
て
中

止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

同
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
た
い
砂
が
多
く
、
治
水
上
効
果
が
少
な
い
こ
と
、
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
に

よ
る
上
流
部
の
水
害
の
危
険
な
ど
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
建
設
を
断
念
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事

実
だ
つ
た
の
か
。 

2 

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
、
町
及
び
住
民
の
強
い
反
対
に
あ
つ
て
坐
折
し
た
経
緯
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

1 

こ
の
事
実
を
建
設
省
は
承
知
し
て
い
る
の
か
。 

建
設
省
の
計
画
で
は
、
苫
田
ダ
ム
の
治
水
計
画
に
つ
い
て
「
ダ
ム
地
点
の
計
画
高
水
量
毎
秒
二
千
七
百
立
方

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
毎
秒
二
千
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
を
洪
水
調
節
し
、
下
流
の
水
害
を
防
除
」
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
吉
井
川
水
系
で
は
、
下
流
即
ち
、
佐
伯
町
に
佐
伯
ダ
ム
建
設
計
画
が
提
起
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。 

一
二 

 



 

四 

奥
津
町
の
町
財
政
圧
迫
の
問
題
に
つ
い
て 

1 

奥
津
町
が
、
電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
に
基
づ
く
町
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
対
し
、
岡
山
県
当
局 

は
、
一
度
認
可
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
入
札
の
前
日
に
な
つ
て
「
認
可
を
し
て
い
な
い
」
と
入 

6 

ま
た
、
苫
田
ダ
ム
は
、
佐
伯
ダ
ム
の
上
流
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
佐
伯
ダ
ム
よ
り

は
は
る
か
に
狭
い
範
囲
に
つ
い
て
の
治
水
効
果
し
か
な
い
う
え
に
、
佐
伯
ダ
ム
以
上
に
大
量
の
た
い
砂
が
予

想
さ
れ
、
ダ
ム
の
上
・
下
流
に
新
た
な
水
害
を
生
む
危
険
性
す
ら
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
佐
伯
ダ

ム
は
治
水
効
果
が
少
な
い
こ
と
が
有
力
な
理
由
と
な
つ
て
建
設
を
断
念
し
た
の
に
、
よ
り
治
水
効
果
の
少
な

い
苫
田
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

5 
佐
伯
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
反
対
が
あ
つ
て
計
画
を
断
念
し
た
歴
史
的
事
実
が
あ
り
、
苫
田
ダ
ム
に

限
つ
て
だ
け
、
住
民
の
反
対
意
見
を
聞
か
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
明
確

に
答
え
ら
れ
た
い
。 

一
三 

 



 

3 

政
府
関
係
省
庁
に
聞
く
。 

2 

こ
の
う
え
に
立
つ
て
聞
く
が
、
政
府
関
係
各
省
庁
は
、
な
ぜ
奥
津
町
に
限
つ
て
そ
う
い
う
事
態
が
発
生
し

て
い
る
と
考
え
る
の
か
。
政
府
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ほ
か
に
も
類
似
の
事
例
と
し
て
、
同
町
非
水
没
地
域
の
事
業
で
、
公
共
育
成
牧
場
整
備
事
業
、
大
釣
園
休

憩
所
建
設
、
第
三
期
山
村
地
域
農
林
漁
業
対
策
事
業
（
ほ
場
整
備
と
水
路
改
良
）
、
間
伐
促
進
対
策
事
業
な 

 

ど
、
国
、
県
補
助
対
象
事
業
の
ほ
ぼ
全
般
に
わ
た
つ
て
、
執
行
で
き
な
い
事
態
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
事
態
は
、
ダ
ム
の
建
設
と
全
く
関
係
が
な
い
の
か
。
も
し
、
関
係
が
な
い
と
い
う
な
ら
、
奥
津

町
で
は
、
通
常
の
行
政
が
執
行
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
事
実
に
つ
い
て
、
建
設
省
始
め
、
政
府
関
係
省
庁
は
承
知
し
て
い
た
の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

札
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
入
札
は
行
わ
れ
な
か
つ
た
。 

一
四 

 



 

 

一
五 

政
府
に
お
い
て
、
今
後
い
つ
さ
い
こ
う
し
た
事
態
を
起
こ
さ
な
い
と
約
束
で
き
る
か
。 

以
上
、
各
項
目
ご
と
に
明
快
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


